協働事業自己チェックシート

· 事業名：多文化共生のためのネットワークづくり

· コオーディネーター氏名。団体：藤木幹也　ＮＰＯ「菰野をよくする会」

· 記入年月日：Ｈ16．3.１８
1． ①　本事業は委託側の目的と受託側の活動体制が合致しており、協働に対するしっかりとした連携の可能な、公の民に対する良き委託先活動のモデルである。

②．但し、具体的活動に対する考え方として、双方の意思の疎通、すりあわせが協働のプロセスとして重要である。

2． 大きな主旨では受託元の自主活動により手段と施策が実施されている。

3． 協働のあり方に対する共通課題が浮き彫りにされ、出席者全体の認識が一致した焦点として、

1 委託側と受託側が書類のみならず、事前に十分な意見交換（要望や疑問点など）、意思の疎通を図ることにより、目的効果を更に高められる。

2 委託側と受託側がスムースに、より効果的な協働体制が可能となるよう、生活部ＮＰＯチームは、マニュアル化や具体的助言を予め配慮されることが望ましい。

3 締めくくり（ふりかえり会議）のみでなく、中間時点での推進状況、ヒアリングなどの検討も望まれる。
